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要 旨 
木星では一昨年と今年，閃光現象が日本で観測されている。私達は，そのことに興味を持ち，木星と土星を撮影し

て閃光現象の検出に挑戦した。また大赤斑も撮影して考察を行った。 

１．はじめに 
京都大学の観測チームが一昨年，民生品を用いた自動観測で，木星表面に起こった閃光現象を撮影することに成功

した。観測に用いた機材は学校の望遠鏡よりも少し大きめの反射望遠鏡なので，自分達でも閃光現象の撮影が出来る

と考え，木星・土星を中心に撮影を始めた。 

２．研究方法 
1) 観測に使用した機材

鏡筒: CELESTRON C8 XLT (口径203mm,焦点距離2032mm),赤道儀: EM200TemmaPC-Jr.，カメラ: Player One Mars-C

拡大レンズ：タカハシ２倍バローレンズ，フィルター：ZWO UV/IRカットフィルター

GPS受信機：HiLetgo VK172 G-Mouse USB  GPS/GLONASS USB GPSレシーバー

2) 方法

鏡筒に２倍バローレンズを介してカメラを接続し，カメラはノートPCに接続する。撮影は動画で行い，そのデータ

はHDDに保存する。パソコン上でソフトSharpCapを起動して撮影する。Exposureで１コマあたりのカメラの露出時

間，Gainで画像の解像度を選択しつつ，惑星のピントを合わせる。撮影する動画について，撮影時間または静止画

の枚数を決めて撮影を開始する。撮影後の画像処理を考慮して，撮影時間35秒・静止画枚数2000枚程度に調整。

撮影後動画データをAutoStakkert!でスタックを行った。スタック処理後の画像は，まだ大気の揺らぎに由来する

像のボケが残るため，RegiStax6を用いてシャープな惑星写真を完成させた(ウェーブレット処理）。

３．観測結果 
1) 気象現象の撮影について

昨年度から撮影を継続しているが，今

年度導入したUV/IRカットフィルターに

より，惑星画像の鮮明度が向上して，

多くの模様を捉えることが出来た。大

赤斑の撮影にも成功した（図）。しか

しながら，月惑星研究会の画像に比べ

るとまだ鮮明度が不足している。

2) 閃光現象について

観測できていない。今年8月29日1時45

分（日本時間）に木星表面で、小天体

の衝突に伴うと推定される閃光現象が

発生し，国内のアマチュア天文家が撮

影に成功しているが，我々は観測して

いなかった。土星についても同様に閃

光現象を探したが発見できていない。

４．考察 
大赤斑の撮影に成功し，その長径を計測したところ12.4°だった。また堀川(2015)によると今回観測した大赤斑の

形状はType-1であり，また縮小傾向の様子を確認することができた。また，大赤斑の移動から木星の自転周期を９

時間36分と推定した。 

５．まとめ 
木星と土星の撮影を主とした観測を行った。特に木星については昨年度よりも画像の鮮明度が向上した。大赤斑

の観測にも成功し，その形状や大きさから大赤斑の縮小傾向を捉えた。大赤斑の動きから木星の自転周期を求め 

た。また木星と土星について閃光現象の検出を試みているがまだ発見出来ていない。 
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要 旨 
木星の縞模様に対応するスペクトルの差の検出を試みた。二次スペクトルの影響を除外するために短波長側をカッ

トして撮像した画像にも縞模様が確認できたので、縞について緯度毎に解析を行った。その結果、メタンバンドに相

当すると思われる吸収帯は見られたが、緯度毎のスペクトルの明確な差の検出には至らなかった。

１．本年度の研究 
ここ数年、本校地学部は木星の緯度毎のスペクト

ルの比較に取り組んでいる。2020年度はメタンの吸

収帯等が不明瞭で、明確な差は見出せなかった¹⁾。

その際、メタンの吸収帯付近に可視光の二次スペク

トルが影響している可能性があったため、2021年度

は二次スペクトルの除去に最適なフィルターを選定

した。それに加えて、昨年度はスリット部分を直接

視認できるスリットビューワを導入し、以前より精

度が高い撮像が可能になったが、シーイングの影響

が大きかったために縞模様と思われる濃淡の違いが

見つけられなかった。これらを踏まえて、本年度は

良好なシーイングで露出時間を切り詰め撮像を行っ

た。また、ジュラルミン板を用いて接続部品の支持

を強化した。そして再度、木星の緯度毎のスペクト

ルの比較を試みた。

２．観測について 
(1) 観測期間:2023年12月8日～(継続中)

(2) 観測場所:本校屋上

(3) おもな観測機材(図1):望遠鏡(VixenFL-102)、

R1フィルター(Kenko)、分光器(VEGA昭和機械製作

所)、スリットビューワ(昭和機械製作所)、冷却

CCD カメラ(ATIK TITAN)

(4) 使用ソフト

撮像:Artemis Capture

画像処理:Makali‵i Stella Image9

解析:Makali‵I、Microsoft Excel

３．撮像および解析方法 
(1)撮像にあたって木星の縞とスリットが直交し、

かつ木星の中央部にあたるように機材を調節し、そ

の状態で30枚撮像した。また波長付けのための画像

として対物レンズ側にネオンランプを配置し、木星

とNeのスペクトルが重なった画像も同様に30枚撮像

した。それぞれの画像にダーク処理を、Neを入れて

ない画像にのみスカイ処理を施した。この時、Ne入

りの画像は30枚で加算平均を行っているが、本予稿

の段階では、Ne無しの画像は加算平均を行わずに良

像１枚を用いている（図2)。

(2)図2の画像から木星の比較的明瞭な縞模様に相当

すると考えられる明部及び暗部について、図2の上

部より①明部Ⅰ、②暗部Ⅰ、③明部Ⅱ、④暗部Ⅱ、

⑤明部Ⅲとし、それぞれのほぼ中央の緯度のスペク

トルについて、カウント値を①～⑤のスペクトル中

の最大値で割り、最大カウント値を１としてグラフ

化した。この時、カウント値を輝度値とし、また、

理科年表を参照してNe入りの画像からNeの輝線の位

置を求め、そこからピクセル値と波長の関係を求め、

ピクセル値を波長に変換した（図3、図4）。

４．解析結果・考察 
数年来取り組んできた木星の分光観測であるが、今

年度の観測で、R1フィルターによって二次スペクトル

の影響を除いたスペクトル画像において、木星の縞模

様を反映していると思われる画像を、はじめて得るこ

とができた。以前までそれが撮影できなかったのは、

R1フィルターを光路に入れると、適正露出とするため

に露出時間を長くしていた関係で、撮像時のシーイン

グが大きく影響し画像の濃淡が平均化されてしまった

からだと思われる。 

 また、図3、4を含む①～⑤のすべてのスペクトルに

おいて、メタンバンドを含む700nmより長波長側の波

長域の輝度値に、大きな差は見られなかった。よって

この波長域は、明暗の差には影響していないと考えら

れる。 

５．今後の課題 
現段階では太陽光由来の要素についてデータ処理

等を行っていない。口頭およびポスター発表に向け

て、それらの点を含めて検討を続けたい。 
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